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ＥＳＡＴ－Ｊ不受験者の主な扱いについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 英語学力検査の順位が同じ者が１０名以上いる場合 

① 英語学力検査の得点で順位を決め、当該不受験者と英語学力検査の得点が同じ者を集計す

る範囲として定める。 

② ①で定めた集計する範囲における受検者それぞれのＥＳＡＴ－Ｊ結果により、当該不受験

者の「仮のＥＳＡＴ－Ｊ結果」を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語学力検査の順位 英語学力検査の得点 ＥＳＡＴ－Ｊ結果 

３６ ７８ Ａ 

３７ ７６ Ｂ 

３８ ７５ Ａ 

３８ ７５ Ｂ 

３８ ７５ Ａ 

３８ ７５ Ｂ 

３８ ７５ Ｃ 

３８ ７５ 不受験者 

３８ ７５ Ａ 

３８ ７５ Ｂ 

３８ ７５ Ｂ 

３８ ７５ Ｂ 

３８ ７５ Ｃ 

４９ ７４ Ｂ 

集計する範囲における 

ＥＳＡＴ－Ｊ結果の集計 

Ａ（２０点）：３名 

Ｂ（１６点）：５名 

Ｃ（１２点）：２名 

この範囲における１０名の

平均値は１６．４点となるた

め、この不受験者の「仮のＥ

ＳＡＴ－Ｊ結果」はＢとな

る。 

 英語学力検査の得点により順位を決め、当該不受験者の上下５名ずつ（合計１０名）以上の

受検者を集計する範囲として定めることを基本とする。 

 集計する範囲に含まれる受検者それぞれのＥＳＡＴ－Ｊ結果を点数化し、その平均値によ

り、次のとおり、当該不受験者の「仮のＥＳＡＴ－Ｊ結果」を求める。 

  

１８点以上：Ａ  １４点以上１８点未満：Ｂ  １０点以上１４点未満：Ｃ 

６点以上１０点未満：Ｄ    ２点以上６点未満：Ｅ        ２点未満：Ｆ 



２ 英語学力検査の順位が同じ者が上下５名より少ない場合 

① 英語学力検査の得点が当該不受験者と同じ者を除き、上下それぞれ５名以上になるように

英語学力検査の得点を上下それぞれ１点間隔で拡大し、集計する範囲の上限及び下限を定め

る。※ 集計する範囲内における人員は上下で等しいとは限らない。 

② ①で定めた集計する範囲における受検者それぞれのＥＳＡＴ－Ｊ結果により、当該不受験

者の「仮のＥＳＡＴ－Ｊ結果」を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 集計の範囲に他の不受験者がいる場合 

① 英語学力検査の得点が当該不受験者と同じ者及び他の不受験者を除き、上下それぞれ５名

以上になるように、英語学力検査の得点を上下それぞれ１点間隔で拡大し、集計する範囲の

上限及び下限を定める。 

② ①で定めた集計する範囲における受検者それぞれのＥＳＡＴ－Ｊ結果により、当該不受験

者の「仮のＥＳＡＴ－Ｊ結果」を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語学力検査の順位 英語学力検査の得点 ＥＳＡＴ－Ｊ結果 

３６ ７８ Ａ 

３７ ７７ Ａ 

３７ ７７ Ｂ 

３７ ７７ Ｂ 

４０ ７６ Ａ 

４０ ７６ Ｂ 

４０ ７６ Ｂ 

４３ ７５ Ａ 

４３ ７５ 不受験者 

４５ ７４ Ａ 

４５ ７４ Ｂ 

４７ ７３ Ａ 

４７ ７３ Ａ 

４７ ７３ Ｂ 

５０ ７２ Ａ 

英語学力検査の順位 英語学力検査の得点 ＥＳＡＴ－Ｊ結果 

３６ ７８ Ａ 

３７ ７７ Ａ 

３７ ７７ Ａ 

３７ ７７ Ｂ 

４０ ７６ Ｂ 

４０ ７６ Ｂ 

４０ ７６ 他の不受験者 

４３ ７５ Ａ 

４３ ７５ 不受験者 

４５ ７４ Ｂ 

４６ ７３ Ａ 

４６ ７３ Ｃ 

４６ ７３ Ｂ 

４６ ７３ Ａ 

５０ ７２ Ｂ 

５１ ７１ Ｂ 

集計する範囲における 

ＥＳＡＴ－Ｊ結果の集計 

Ａ（２０点）：６名 

Ｂ（１６点）：６名 

この範囲における１２名の

平均値は１８点となるため、 

この不受験者の「仮のＥＳＡ

Ｔ－Ｊ結果」はＡとなる。 

上限 

下限 

上限 

下限 

集

計

す

る

範

囲 

集

計

す

る

範
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集計する範囲における 

ＥＳＡＴ－Ｊ結果の集計 

Ａ（２０点）：５名 

Ｂ（１６点）：５名 

Ｃ（１２点）：１名 

この範囲における１１名の

平均値は１７．４５・・・点 

となるため、この不受験者の

「仮のＥＳＡＴ－Ｊ結果」は

Ｂとなる。 



４ 不受験者の上下どちらかに５名以上いない場合 

① 英語学力検査の得点が上に５名いない場合（下の表では、上に１名、同点に１名、下に１０

名の場合を表している。）、上下合わせて１０名以上になるように英語学力検査の得点を１点間

隔で上下へ範囲を拡大し、英語学力検査の得点を基に、集計する範囲の上限及び下限を定める。 

② ①で定めた集計する範囲における受検者それぞれのＥＳＡＴ－Ｊ結果により、当該不受験

者の「仮のＥＳＡＴ－Ｊ結果」を求める。 

 

英語学力検査の順位 英語学力検査の得点 ＥＳＡＴ－Ｊ結果 

１ １００ Ｂ 

２ ９９ Ａ 

２ ９９ 不受験者 

４ ９８ Ａ 

５ ９７ Ａ 

６ ９６ Ｂ 

６ ９６ Ｃ 

６ ９６ Ａ 

６ ９６ Ａ 

１０ ９５ Ｂ 

１１ ９４ Ａ 

１１ ９４ Ｂ 

１１ ９４ Ａ 

１４ ９３ Ａ 

 

５ ＥＳＡＴ－Ｊ受験者が１０名以上いない場合 

① 集計が可能な人数を集計する範囲として定める。 

② ①で定めた集計する範囲における受検者それぞれのＥＳＡＴ－Ｊ結果により、当該不受験 

者の「仮のＥＳＡＴ－Ｊ結果」を求める。 

 

英語学力検査の順位 英語学力検査の得点 ＥＳＡＴ－Ｊ結果 

１ ７８ Ａ 

２ ７７ Ｃ 

３ ７６ 他の不受験者 

３ ７６ 他の不受験者 

５ ７５ Ｃ 

５ ７５ 他の不受験者 

７ ７４ Ａ 

７ ７４ 不受験者 

９ ７３ Ｃ 

９ ７３ 他の不受験者 
 

 

 

 

 

集計する範囲における 

ＥＳＡＴ－Ｊ結果の集計 

Ａ（２０点）：７名 

Ｂ（１６点）：４名 

Ｃ（１２点）：１名 

この範囲における１２名の

平均値は１８点となるため、 

この不受験者の「仮のＥＳＡ

Ｔ－Ｊ結果」はＡとなる。 

集計する範囲における 

ＥＳＡＴ－Ｊ結果の集計 

Ａ（２０点）：２名 

Ｂ（１６点）：０名 

Ｃ（１２点）：３名 

この範囲における５名の 

平均値は１５．２点となるた

め、この不受験者の「仮のＥ

ＳＡＴ－Ｊ結果は」Ｂとな

る。 
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